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刊行のことば

　愛知県 ･岐阜県と接する桑名市は、三重県の玄関口として古代から

人々を受け入れてきました。桑名と大垣をむすぶ国道２５８号線は、

江戸時代には美濃街道と呼ばれた街道に沿っており、古くから人々

が行き交う道でした。そしてこのルートは、天武天皇や聖武天皇が 

行幸した道でもあり、天王平という地名は、壬申の乱の折、天武天 

皇がこの地で休息し英気を養ったことに因んでつけられたと言われ 

ています。

　天王平遺跡は、これまでに 7 回の調査が行われ、多くの竪穴住居 ･

掘立柱建物跡が見つかっています。遺跡をとおして、古代の人々の 

生活を垣間見、郷土の歴史を知る機会となれば幸いです。

　最後になりましたが、今回の発掘調査にあたりご協力いただいた 

地元の皆様をはじめとした関係者の方々に厚くお礼申し上げます。

平成１９年３月

 桑名市教育委員会

  教育長　小津　嘉彦



例　　　言

１　本書は、桑名市多度町小山字天王平に所在する、天王平遺跡第７次調査の発掘調査報告であ

る。

２　調査の期間 ･原因 ･体制

 期間 平成 18年９月 25日～平成 18年 12月８日

 原因 市道天王平５号線新設工事

 体制 調査主体　桑名市教育委員会

  調査担当　石神教親（桑名市教育委員会多度支局）

  調査参加　伊藤澄子　伊藤夏子　隅田初美　多賀安一　山室重美　

  発掘調査業務 ･測量業務については、(株)ＧＩＳ東海三重営業所に委 

  託して実施した。

３　調査にかかる費用は、桑名市が負担した。

４　出土遺物の整理は後藤太一（(株)ＧＩＳ東悔）が担当し、報告書の執筆は石神教親が担当 

　した。

５　遺物実測図は、３分の１の縮尺に統一したが、それと異なるものについては個々に表記した。

　また、遺物の名称については、椀 ･碗 ･鋺を碗に、坏 ･杯を杯に統一した。

６　本書で使用している記号は以下のとおりである。

　　ＳＢ　竪穴住居　　ＳＤ　溝　　ＳＨ　掘立柱建物　　ＳＫ　土壙

７　調査にあたっては、多度建設課 ･小山自治会をはじめ、隣地の地権者の皆様からご協力を得 

　た。

８　調査に関する記録類および出土遺物は、桑名市教育委員会で管理 ･保管している。
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第１章　位置と環境

第１節　地理的環境

　桑名市は、三重県の北端に位置し、岐阜県

と愛知県と接する。平成 16 年 12 月に桑名市

･ 長島町 ･ 多度町の１市２町が合併して成立

した。

　天王平遺跡がある小山丘陵は、養老山地か

ら源を発する多度川と肱江川に挟まれ、標高

は 30 ～ 100 ｍほどである。多度山（大山） 

に対して小山と呼ばれるようになったといわ

れている。現在では、造成によって多くの部

分が宅地などへと変貌とげている。北側は、

多度川によって削られ急傾斜となり、遺跡が

ある東側は緩やかに傾斜し東端は段丘崖と

なっている。さらにその東側は、沖積低地と

なり、水田が広がっている。

第２節　歴史的環境

　小山丘陵周辺は、数多くの遺跡が分布して

いる（図２）。丘陵の西側に位置する寺山遺

跡からはナイフ形石器が見つかっており、桑

名市内では珍しい旧石器時代の遺跡である。

　縄文時代は、天王平遺跡 ･ 寺山遺跡など

数ヶ所の遺跡で遣物が見つかっているだけ

で、遺構は今のところ確認されていない。

　古墳時代に入ると、丘陵南側で古墳が多数

造営され、大久保古墳群は 16 基があったと

されている。この内、１基だけが昭和 37 年

４月に調査がされ、胴張り形の横穴式石室を

持ち、須恵器が出土している。発掘調査が

行われている南小山廃寺では、古墳を削平し

て寺院が建られており周溝と思われる溝が検

出され、遺物も出土している。おそらく、古

墳の数はもっと多かったと思われる。古墳群

の大半が、開墾などにより滅失しているが、地

元で出土品が保管され、須恵器の杯蓋 ･杯身･

高杯などがある。天王平遺跡では、これまでの

調査で古墳時代の遺物は出土していたが、明

確な遺構は第６次調査の土壙だけである。

　南小山廃寺は、戦前から瓦や鴟尾が見つ

かっており、昭和 60 年の発掘調査によって

単弁 ･素弁蓮華文軒丸瓦、三重弧型押簾状文

軒平瓦が出土している。天王平遺跡に包摂さ

れる位置に、北小山廃寺があり南小山廃寺と

同文の軒丸瓦が出土している。ただ、ここに

関しては瓦窯であった可能性もある。

　古代の遺跡では、これまでの調査で天王平

遺跡から奈良 ･平安時代の竪穴住居が多数検

出されており、第４次調査では 10 世紀代の

古代墓も確認されている。古代墓では、南小

山廃寺の東側の丘陵から蔵骨器が出土してお

図 1　桑名市位置図
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図2　周辺遺跡図（S：1/20000）

1天王平遺跡　2柚井遺跡　3一ノ谷Ａ遺跡(一ノ谷経塚･中近世墓群含む)　4一ノ谷Ｂ遺跡(3･4内に一ノ谷古墳群） 

5一ノ谷Ｃ遺跡(横山古墳群含む)　6関東遺跡　7宇賀神社古墳群　8長尾遺跡　9長尾古墳群　10宇賀Ａ遺跡　11宇 

賀Ｂ遺跡　12宇賀Ｃ遺跡　13柚井城跡　14愛宕中世古墳群　15西城古墳　16多度経塚　17多度神宮寺　18多度Ａ遺

跡　19多度Ｂ遺跡　20祢宜谷中世墓群　21猫ヶ谷遺跡　22朝拝下遺跡　23宮地中世墓群　24八壷口遺跡　25八壷谷

経塚　26八壷谷古墳･古墓　27西野遺跡　28寺山遺跡　29北猪飼Ａ遺跡　30北猪飼Ｂ遺跡　31西之河原遺跡　32西田

面遺跡　33猪飼城跡　34砂田遺跡　35大久保遺跡･古墳群　36宮前遺跡　37中ノ谷遺跡　38南小山廃寺　39西谷通遺

跡　40西谷通古墓　41貝殻谷遺跡　42小山城跡　43東谷通遺跡　44林崎遺跡　45西天王平遺跡　46北小山廃寺　47

尾津森遺跡　48馬場遺跡　49森下遺跡　50藤塚遺跡　51石坪遺跡　52下野代遺跡　53石原遺跡　54星鳥遺跡
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り（西谷通古墓）、南小山廃寺にかかわる人

物の墓と推定されている。天王平遺跡の西側

にある西天王平遺跡からは石組みの中から小

形の横瓶が出土し、墓であった可能性もある。

　天王平という地名は壬申の乱の折、天武天

皇が訪れたことに由来する伝承が地元には残

されている。この場所に逗留したかはともか

くとして、桑名から北上してこの辺りを通過

していることは間違いなく、養老山地沿いを

通る古代からの街道があったことを物語って

いる。また、古代東海道の駅の一つである榎

撫駅が丘陵東側の戸津のあたりと考えられて

いる。榎撫駅の初見は『日本後紀』延暦 24

年（805）11 月７日条で、『同』弘仁３年５

月８日条には｢今日桑名郡榎撫駅。達尾張国。

既是水路。｣ とあり、ここからは船での行程

であった。日本武尊の伝説も残るように、多

度が尾張国へと渡る重要な位置にあったこと

がわかる。

　縄文海進によって伊勢湾は現在の大垣付近

までその範囲を広げた。その後、気候の変動

や河川の沖積作用によって、徐々に海岸線は

南へと後退していった。古代においては、多

度と対岸の津島（馬津駅）の間が海岸線であっ

た。海岸線が移動して陸地化が進んだ場所は、

人々の生活の場となり、中世以降、平野部に

は香取荘･野代荘･富津御厨などが成立した。

そして、小山丘陵の東側には、馬場 ･ 藤塚 ･

森下 ･尾津森遺跡があり、中世陶磁器が多く

採集されている。天王平遺跡 ･南小山廃寺な

どでは逆に 12 世紀以降の遺構 ･ 遺物が少な

くなる。

　中世の遺跡では多度町内には多くの中世墓

群がみられる。その内、小山丘陵北端の多度

川に面する部分には祢宜谷中世墓群があり古

瀬戸や常滑焼の蔵骨器が出土し、五輪塔など

の石塔もみつかっている。他の中世の遺跡で

は森下遺跡から室町時代の瓦などが出土し、

小山城跡が丘陵南側に位置している。
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図3　調査区位置図
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図4　調査区平面図（グリッド配置図）



図4　調査区平面図（グリッド配置図）
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図5　調査区断面図（1）

層位　土色　　  土色　　土質　　　　　　　　　備考
1　 7.5YR4/2　灰褐色　表土
2　 7.5YR3/3　暗褐色　包含層
3　 7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　　SH01PIT、 地山が少量混じる
4　 7.5YR4/3　褐色　 　細粒砂　　　SK02-1、 礫を含む、 明黄褐色細粒砂との斑土
5　 7.5YR4/6　褐色　 　細粒砂　　　ややしまる　SK02-2、 少量の礫を含む
6　 7.5YR3/2　黒褐色　砂質シルト　ややしまる　SK02-3、 大型の礫が混入、 褐色シルトを少量含む
7　 7.5YR4/4　褐色　 　砂質シルト　ややしまる　SK02-4、 礫を含む、 暗褐色シルトとの斑土
8　 7.5YR3/2　黒褐色　砂質シルト　やや粘性あり　SK02-5、 少量の褐色シルトを含む
9　 7.5YR3/2　黒褐色　砂質シルト　やや粘性あり　SK02-6、 一部に黒褐色シルトを含む
10　7.5YR4/3　褐色　 　シルト　　　　粘性強い　SK02-7、 灰黄褐色シルトとの斑土
11　7.5YR3/1　黒褐色　シルト　　　　やや粘性あり　SK02-8、 礫を含む
12　7.5YR4/2　灰褐色　砂質シルト　硬くしまる　SD01
13　7.5YR3/3　暗褐色　シルト　　　　やや粘性あり　SK08-1、 地山との斑土
14　7.5YR5/6　明褐色　シルト　　　　SK08-2
15　7.5YR2/2　黒褐色　シルト　　　　やや粘性あり　黒味を帯びる
16　7.5YR4/2　灰褐色　シルト　　　　ややしまる　SD03、 黒味を帯びる
17　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　　粘性強い　やや黒味を帯びる

18　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　ややしまる　灰褐色シルトとの斑土
19　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　やや粘性あり SB01　1-a、 焼土を少量含む
20　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　やや粘性あり SB0　11-b、 焼土を少量含む、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明褐色シルトが少量混じる
21　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　粘性強い　SB1　1-c、 明褐色シルトとの斑土
22　7.5YR4/2　灰褐色　シルト　　　ややしまる　地山が上層の影響を受けたもの
23　7.5YR4/2　黒褐色　シルト　　　やや粘性あり　少量の礫を含み、 下層との
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　境界面には多量の礫がみられる
24　7.5YR4/1　褐灰色　シルト　　　ややしまる
25　7.5YR4/2　灰褐色　シルト　　　ややしまる　明褐色シルトとの斑土
26　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　粘性強い　SD02、 自然流路か
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層位　土色　　土色　　土質　　　　　　　　　備考
1　 7.5YR4/2　灰褐色　表土
2　 7.5YR3/3　暗褐色　包含層
3　 7.5YR3/2　黒褐色　シルト　 　　SH01PIT、 地山が少量混じる
4　 7.5YR4/3　褐色　 　細粒砂　　　SK02-1、 礫を含む、 明黄褐色細粒砂との斑土
5　 7.5YR4/6　褐色　 　細粒砂　　　ややしまる　SK02-2、 少量の礫を含む
6　 7.5YR3/2　黒褐色　砂質シルト　ややしまる　SK02-3、 大型の礫が混入、 褐色シルトを少量含む
7　 7.5YR4/4　褐色　 　砂質シルト　ややしまる　SK02-4、 礫を含む、 暗褐色シルトとの斑土
8　 7.5YR3/2　黒褐色　砂質シルト　やや粘性あり　SK02-5、 少量の褐色シルトを含む
9　 7.5YR3/2　黒褐色　砂質シルト　やや粘性あり　SK02-6、 一部に黒褐色シルトを含む
10　7.5YR4/3　褐色　 　シルト　　　　粘性強い　SK02-7、 灰黄褐色シルトとの斑土
11　7.5YR3/1　黒褐色　シルト　　　　やや粘性あり　SK02-8、 礫を含む
12　7.5YR4/2　灰褐色　砂質シルト　硬くしまる　SD01
13　7.5YR3/3　暗褐色　シルト　　　　やや粘性あり　SK08-1、 地山との斑土
14　7.5YR5/6　明褐色　シルト　　　　SK08-2
15　7.5YR2/2　黒褐色　シルト　　　　やや粘性あり　黒味を帯びる
16　7.5YR4/2　灰褐色　シルト　　　　ややしまる　SD03、 黒味を帯びる
17　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　　粘性強い　やや黒味を帯びる

図6　調査区断面図（2）

18　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　ややしまる　灰褐色シルトとの斑土
19　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　やや粘性あり SB01　1-a、 焼土を少量含む
20　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　やや粘性あり SB0　11-b、 焼土を少量含む、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明褐色シルトが少量混じる
21　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　粘性強い　SB1　1-c、 明褐色シルトとの斑土
22　7.5YR4/2　灰褐色　シルト　　　ややしまる　地山が上層の影響を受けたもの
23　7.5YR4/2　黒褐色　シルト　　　やや粘性あり　少量の礫を含み、 下層との
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　境界面には多量の礫がみられる
24　7.5YR4/1　褐灰色　シルト　　　ややしまる
25　7.5YR4/2　灰褐色　シルト　　　ややしまる　明褐色シルトとの斑土
26　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　粘性強い　SD02、 自然流路か
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層位　土色　　　土色　　土質　　　　　　　　備考
1　 7.5YR4/2　灰褐色　表土
2　 7.5YR3/3　暗褐色　包含層
3　 7.5YR3/2　黒褐色　シルト　 　　SH01PIT、 地山が少量混じる
4　 7.5YR4/3　褐色　 　細粒砂　　　SK02-1、 礫を含む、 明黄褐色細粒砂との斑土
5　 7.5YR4/6　褐色　 　細粒砂　　　ややしまる　SK02-2、 少量の礫を含む
6　 7.5YR3/2　黒褐色　砂質シルト　ややしまる　SK02-3、 大型の礫が混入、 褐色シルトを少量含む
7　 7.5YR4/4　褐色　 　砂質シルト　ややしまる　SK02-4、 礫を含む、 暗褐色シルトとの斑土
8　 7.5YR3/2　黒褐色　砂質シルト　やや粘性あり　SK02-5、 少量の褐色シルトを含む
9　 7.5YR3/2　黒褐色　砂質シルト　やや粘性あり　SK02-6、 一部に黒褐色シルトを含む
10　7.5YR4/3　褐色　 　シルト　　　　粘性強い　SK02-7、 灰黄褐色シルトとの斑土
11　7.5YR3/1　黒褐色　シルト　 　　やや粘性あり　SK02-8、 礫を含む
12　7.5YR4/2　灰褐色　砂質シルト　硬くしまる　SD01
13　7.5YR3/3　暗褐色　シルト　 　　やや粘性あり　SK08-1、 地山との斑土
14　7.5YR5/6　明褐色　シルト　 　　SK08-2
15　7.5YR2/2　黒褐色　シルト　 　　やや粘性あり　黒味を帯びる
16　7.5YR4/2　灰褐色　シルト　 　　ややしまる　SD03、 黒味を帯びる
17　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　 　　粘性強い　やや黒味を帯びる

18　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　ややしまる　灰褐色シルトとの斑土
19　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　やや粘性あり SB01　1-a、 焼土を少量含む
20　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　やや粘性あり SB01　1-b、 焼土を少量含む、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明褐色シルトが少量混じる
21　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　粘性強い　SB01　1-c、 明褐色シルトとの斑土
22　7.5YR4/2　灰褐色　シルト　　　ややしまる　地山が上層の影響を受けたもの
23　7.5YR4/2　黒褐色　シルト　　　やや粘性あり　少量の礫を含み、 下層との
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　境界面には多量の礫がみられる
24　7.5YR4/1　褐灰色　シルト　　　ややしまる
25　7.5YR4/2　灰褐色　シルト　　　ややしまる　明褐色シルトとの斑土
26　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　粘性強い　SD02、 自然流路か

図7　調査区断面図（3）
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1.　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　やや粘性あり　焼土を少量含む
2.　7.5YR3/3　暗褐色　シルト　　　やや粘性あり　焼土を多量に含む
3.　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　少量の焼土と遺物を含む
4.　7.5YR3/2　黒褐色　シルト　　　明褐色シルトを少量含む　遺物含む
5.　7.5YR3/1　黒褐色　細粒砂　 　しまり弱い
6.　7.5YR4/3　褐色　 　細粒砂　 　暗褐色シルトとの斑土
7.　7.5YR4/2　灰褐色　シルト　　 　しまり弱い　明褐色シルトとの斑土
8.　7.5YR4/2　灰褐色　シルト　　　やや粘性あり　細粒砂少量含む

図 8　SB01 実測図

第２章　調査成果

第１節　調査区と層位

　今回の調査は、市道天王平５号線の新築工

事に伴い調査を行った。西側を通る市道の建

設時に第３次調査が行われている。

　天王平遺跡全体は、西から東に向かって緩

やかに傾斜する丘陵上にあり、本調査区も東

に向かって傾斜し、地表面では西端が標高
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　　 1.　7.5YR3/2　黒褐色　シルト 硬くしまる　少量の明褐色シルト、 炭化物、 焼土を含む
　　 2.　7.5YR3/3　暗褐色　シルト 硬くしまる　焼土　炭化物を含む
　　 3.　7.5YR4/3　褐色　 　シルト やや粘性あり　褐灰色シルトとの斑土　少量の焼土を含む
　　 4.　7.5YR3/1　黒褐色　シルト 脆い　少量の炭化物を含む
　　 5.　7.5YR4/2　褐灰色　粘質シルト φ10mm 程度の焼土を含む　被熱面か
　　 6.　7.5YR4/6　褐色　 　細粒砂 硬くしまる　同色のシルト　小礫を含む
　　 7.　7.5YR4/3　褐色　 　シルト 硬くしまる　地山が変化したものか
SK11.　7.5YR3/1　灰褐色　シルト 硬くしまる　遺物あり

図 9　SB02 実測図

33.7 ｍで東端が 26.4 ｍとなる。

　天王平遺跡のこれまでの調査では、遺構面

は一面しか検出されておらず、本調査でも同

様の結果であった。今回の調査では、包含層

が部分的にしか確認されず、表土（灰褐色粘

質土層）の直下で地山（橙褐色粘質土層）と

なるところが大半であった。この橙褐色粘質

土層の下にはほとんど同色でかなり大きな岩

を含む礫層となる。従って、場所によっては

遺構の埋土もしくは表土を除くと礫が剥き出

しとなる。包含層（暗褐色粘質土層）が確認

されたのは、竪穴住居ＳＢ０１周辺である。

包含層の出土遺物として報告するものはこの

層から出土した遺物である。遺構の埋土は、

黒褐色粘質土層であったりするが、包含層と

区別が付かない場合が多い。

第２節　遺構

（１）竪穴住居

　天王平遺跡では、これまでの調査で 63 棟
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の竪穴住居が検出されている。今回の調査で

は、２棟検出された。

ＳＢ０１

　南側が調査区外に出ているため全体形は窺

い知れないが、東西 4.86 ｍを図る。遺構面

の検出では、東側も流出しているため判然と

しなかったが、断面での層位観察からの所見

である。住居内からは、いくつかのピットが

検出され柱穴と思われる。造り付けカマドは、

北壁の中央部に設けられている。

　出土遺物は、土師器・須恵器である。主に、

カマド周辺から出土した。

ＳＢ０２

　ＳＢ０１の約 40 ｍ東側に位置する。ＳＢ

０１と同様に全体の規模は不明である。造り

付けカマドは、北壁中央に設けられている。

　出土遺物は、土師器・須恵器があるが、図

化できる遺物はなかった。

（２）掘立柱建物

　今回の調査区では、１棟だけ確認されたが、

これまでの調査では 21 棟確認されている。

ＳＨ０１

　４基の柱穴が並んで検出され、南側に延び

ると想定される。柱間（芯々間）が東西約４

ｍで、南北約２ｍである。柱列の軸は、ほぼ

真北を向いている。残念ながら遺物が出土し

ていないため、時期を明確にできない。

（３）溝

ＳＤ０１

　調査区東にあり、両端が調査区外にわたっ

ているため、全長は不明である。幅は広いと

ころで1.1ｍを測る。溝底はほぼ平坦である。

時期等の詳細は不明である。土師器、須恵器

が出土している。

ＳＤ０２

　調査区西端にあり、両端が調査区外にわ

たっているため、全長は不明で、須恵器と土

師器が出土している。東側が流出しているた

め、形状が不鮮明で複数の土坑が重なってい

る可能性もあるが、検出時の状況から溝とし

てとらえた。

ＳＤ０４

　調査区中央にあり、調査区外にのびている

ため長さはわからないが、幅 0.8 ｍ・深さ 0.8

ｍである。土師器・灰釉陶器が出土している。

図 10　SD01 実測図
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図 11　SD02 実測図

（４）土壙・ピット

　今回、多くの土壙が検出されているが、性

格を特定できるものはほとんどない。

　ピットも多く見られるが性格などは不明と

言わざるを得ない。掘立柱建物の柱穴の可能

性もあるが、現時点では並んで建物を構成す

るとの判断はできなかった。Ａ-2 Ｐ01 及び

Ａ-3 Ｐ01 から土師器甕、Ｍ-2 Ｐ04 からは、

ハマグリ・アサリといった二枚貝の貝殻が多

数出土した。こういったピットは、これまで

にも何度か確認されている。

第３節　遺物

（１）　竪穴住居

ＳＢ０１

　土師器・須恵器が出土している。

土師器

　甕（１）は宇田型台付甕で、口径 14.0 ㎝

である。口縁は横に引き出されて上が面と

なっている。内外面の口縁から頸部はヨコナ

デ調整され、外面体部はタテハケである。内

面体部は磨耗して調整は不明で、外面には煤

が付着している。

　甕（２）も宇田型台付甕で、口径 15.4 ㎝

である。２に比べ口縁端部を横方向へ強く引

き出しているため、口縁の上面がややくぼん
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図 12　SD04 実測図

でいる。内外面の口縁から頸部はヨコナデ調

製され、外面体部はタテハケである。

　壷（３）は口径 15.0 ㎝で、内面の口縁と

頸部はヨコハケ調整で、体部は粗いヨコハケ

調整がされている。外面は頸部にヨコナデ、

体部にはタテハケがみえる。

　壷（４）は底部のみで、内外面ともヘラケ

ズリ調整がされている。

　甑（９）は推定径 34.0 ㎝で外面は摩滅し

て調整は見て取れない。内面はヨコハケ調整

がされている。

須恵器

　杯蓋（５）は、口径の推定径は14.0 ㎝で体

部との境に低い稜があり、口縁部は端部が少

し外側に引き出され内面に段ができている。

　杯身（７）は最大径 12.0 ㎝で、生焼けで

調整方法は不明瞭である。

　杯身（６）は口径 10.0 ㎝・器高 5.0 ㎝・

最大径 12.2 ㎝である。外面底部は、ヘラ起

しした後にヘラケズリ調整がされている。口

縁は高く上方に伸び、端部内側に稜がめぐっ

ている。

　杯身（８）は、口径 11.4 ㎝・器高 2.8 ㎝

で、最大径は 13.0 ㎝を測る。ヘラオコシ後、

ヘラケズリがされている。

（３）溝

ＳＤ０１

　灰釉陶器が出土している。

灰釉陶器

　碗（10）は、高台径 7.8 ㎝で三日月高台を

持ち、底部外面には糸切り痕が残る。底部外

面に墨痕が認められるが字は特定できない。

ＳＤ０２

　土師器・須恵器が出土している。

土師器

　甑（14）は把手部でのみである。円錐形状

の把手で、体部にナデ付けられている。内面

はヨコナデが認められる。

須恵器

　平頂蓋（11）は口径 14.0 ㎝・器高 2.9 ㎝

で赤っぽい色調である。外面中央部はヘラケ

ズリがされ、口縁端部は外側に開くように折

り曲げられている。

　無台杯（12）は美濃須衛産のもので、口

径 12.0 ㎝・器高 4.3 ㎝・底径 6.1 ㎝を測る。

内面底部にはロクロ形成の痕跡が明瞭に残

り、体部はやや丸みをもって立ち上がってい

る。外面底部は、ヘラオコシで、ヘラケズリ

は行われていない。内面底部の中央部は、磨

耗している。
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図 13　SH01 実測図

　甕（13）は、口径 25.6 ㎝で口縁が大きく

外側に開き、端部は下方に垂下して縁帯状を

呈している。口縁部や体部には自然釉がかか

り、特に体部と頸部の境目付近は厚い。頸部

には「十」字状のヘラ記号があり、縦→横の

順に刻まれている。

（４）Ｐｉｔ

Ａ -２Ｐ０１

　土師器甕（17）は、宇田型甕の口縁部で推

定径 14.0 ㎝である。外側の口縁部から頸部

にかけてはヨコナデされ、体部にはタテハケ

が施されている。
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図 14　SB01 出土遺物実測図



― 1 7 ―

図 15　溝出土遺物実測図
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図 16　ピット出土遺物実測図

図 17　遺構外出土遺物実測図
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Ａ -３Ｐ０１

　土師器高杯（15）は脚部径 8.8cm で ､ 体部

が少し内側に折られている ｡磨耗や破損のた

め成形過程はわかりにくいが ､外面は縦方向

にナデが施されている ｡

　土師器甕（16）はやや小形の甕で ､ 口径

14.0cmで逆八の字状にひらく ｡口縁の内外面

はヨコナデされ ､体部外面は細かいタテハケ

が施されている ｡外面の頸部から体部にかけ

て煤が付着している ｡

Ｍ -４Ｐ０４

須恵器

　（18）は瓶類の口縁部で ､ 口径 6.0cm で平

瓶の可能性がある ｡直線的に上方に引き上げ

られ ､端部は丸く納められている ｡内外面と

もに降灰が認められる ｡

（５）包含層出土の遺物

　包含層である暗褐色土層からは ､ 土師器 ･

須恵器 ･灰釉陶器 ･山茶碗が出土している ｡

土師器

　甕（19）は台付甕の台部で ､径が 9.0cm で

ある ｡明赤褐色を呈し ､表面の劣化が進んで

調整方法などははっきりしない ｡

須恵器

　有台杯（21）は底部が薄く作られており ､

外面底部はヘラケズリされている ｡バチ型の

付け高台で ､高台端部は使用によって磨耗し

ている ｡

　長頸瓶（20）は ､小形の長頸瓶とおもわれ

高台径5.8cmである｡内面にはロクロ成形の後

がはっきりと見られ､底部には降灰がある｡ 

横方向に引き出された高台を持ち ､体部下半

はヘラケズリがされている ｡

灰釉陶器

碗（22）は高台径 8.0cm で ､ 外側の稜が弱い

三日月高台である ｡降灰が内面底部に確認で

きるが ､体部が失われているため施釉方法は

わからない ｡

第３章　まとめ

　今回の調査では ､竪穴住居２棟 ･掘立柱建

物１棟が検出された ｡ 竪穴住居ＳＢ０l は出

土した土師器 ･須恵器から６世紀代のものと

考えられる ｡これまで ､多くの竪穴住居が検

出されているが奈良時代から平安時代にかけ

てのもので ､古墳時代の竪穴住居は今回初め

て確認された ｡ＳＢ０２は､実測可能な遺物

がなく明確に時期決定が出来ないが口縁部端

部の断面が三角形状となる伊勢型と呼ばれる

土師器甕の破片が出土している｡したがって、

時代はＳＢ０１よりも新しい時期の可能性は

あるが ､混入の可能性もあり ､ここでは同時

期の竪穴住居としておく。

　天王平遺跡は ､散発的に調査が実施されて

いるだけのため ､時期別の変遷がどうであっ

たかなどは ､まだ掴めていない ｡今後の資料

の蓄積をまって ､広大な遺跡の中で ､どのよ

うに人々が生活していたのかを明らかにして

いきたい ｡
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緻
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。
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版
１

前半区完掘状況（東から）

後半区完掘状況（西から）
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版
２

SB01 遺物出土状況（南から）

SB01 カマド遺物出土状況（南から）

SB01 完掘状況（南から）
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SB02 カマド完掘状況（東から）

SB02 完掘状況（東から）
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版
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SD02 遺物出土状況（西から）

SD02 完掘状況（南から）

SH01 完掘状況（西から）
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SB01 出土遺物
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版
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溝出土遺物



図
版
７

遺構外出土遺物
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